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 公益社団法人 愛知県獣医師会 

ツメダニ症 
    

    

ツメダニによるフケ                ツメダニの顕微鏡写真 

 

ウサギの皮膚によくみられる寄生虫で、大きさは 0.5㎜以下の小さいダニです。ほとんどの場合、寄生がみ

られるウサギではかゆみが強くすぐに異変に気が付くことができますが、中にはあまりかゆみが無いケース

もあります。感染力が強い為、多頭飼育の場合、1羽にツメダニが見られたら恐らく他のすべてのウサギに

感染していると考えられます。また、人にも感染することがあるので注意が必要です。 

症状 

主に首の後ろや背中の皮膚に赤みやフケが多

く見られます。かゆみが強い為、後ろ足でし

きりに掻いている様子が見られます。多数寄

生している場合、肉眼でダニ本体を見つけら

れることもあります。 

学校でのケア 

フケが多く、全身をかゆがっているウサギは、

ツメダニの寄生を仮定してほかのウサギや児

童たちから隔離してください。フケの多い部

分にセロハンテープを押し付けて検体を採取

し顕微鏡でダニ本体もしくは卵を見つけ 

 

 

ることで診断ができます。駆虫薬を投与（塗

布薬もしくは内服薬）すれば完治します。 

 

 

学校での注意事項 

新しくウサギを導入する時にはすぐに他のウ

サギと一緒にせずに、よく皮膚の状態や痒が

る様子がないかチェックします。また、人に

も感染するので、普段からウサギを触った後

の手洗いを徹底します。感染が確認されたら

飼育小屋内の敷材を交換し掃除を徹底します。 
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